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平成 23 年 長野県北部地震の被災状況 

１．地震の概況と本部等の設置状況 

（１）地震の規模 

・発生時刻          3 月 12 日（土）午前 3 時 59 分  

・震度            6 弱  

・マグニチュード       6.7 

・震源地 長野県北部     深さ 8 ㎞  

・余震（震度 4 以上）         3 月 12 日（震度 4(3 回 )）  

4 月 17 日（震度 5 弱） 6 月 2 日（震度 4）  

（２）対策本部等 

・町災害対策本部設置     3 月 12 日午前 4 時 30 分～ 10 月 31 日正午解散  

・災害救助法の適用      3 月 12 日  

・政府緊急災害対策本部設置  3 月 11 日午後 3 時 14 分  

・新潟県災害対策本部設置   3 月 12 日午前 3 時 59 分  

・激甚災害指定（本激）    3 月 13 日  

・被災者生活再建支援法の適用 3 月 25 日（ 3 月 12 日から）  

・避難勧告            計 4 地区 8 世帯 22 人  

避難勧告発令日時  
避難勧告解除日時  

理由  地区名  世帯数  人数  

3 月 12 日午前 8:25 
3 月 13 日午後 3:30 

土石流の危険  辰ノ口  1 3 

3 月 12 日午前 11:00 
4 月   2 日午後  3:00 

地滑り  田中  3 11 

3 月 13 日午前 9:25 
3 月 13 日午後 4:00 

雪崩れの危険  結東  3 6 

3 月 19 日午後 5:30 
3 月 29 日午前 9:00 

土砂崩れの危険  小島  1 2 

２．被害の状況 

（１）人的被害 

■軽症 27 人（男： 12 女： 15）  

（２）建物被害（3 月 12 日現在） 

 被害認定調査を 4 月 18 日～ 5 月 20 日（ 21 日間）実施。 21 日以降随時受付。  

■１１２４棟（全壊４９棟 大規模半壊１５棟 半壊９８棟 一部損壊９６２棟） 

 住 家  非住家  合 計  

全 壊 ６ ４３  ４９

大規模半壊  ５ １０  １５

半 壊 ４２ ５６  ９８

一 部 損 壊 ７３７ ２２５  ９６２

計  ７９０ ３３４  １１２４
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（３）道路状況（10 月 31 日現在） 

■交通規制  

路線  被害の状況  

国道 405 号（小岡～樽田） 地震被災（道路崩落）※冬期間閉鎖路線  

押付溜野線  地震被害（道路崩落）※冬期間閉鎖路線  

新清水屈岨線  地震被害（道路崩落）※冬期間閉鎖路線  

田中上野線  地震被害（道路崩落）※冬期間閉鎖路線  

 

■解除路線  

路線  被害の状況  

国道 117 号  小下里地内（雪崩、クラック 3.12AM7:30 解除）  

国道 405 号  見玉～清水川原～大赤沢（雪崩 3.12AM8:24 解除）

国道 353 号（辰ノ口） 

5 月 12 日：土砂崩落 5 月 27 日から日中解除  

9 月 1 日から夜間規制解除  

（降雨量や余震等で、通行止めになることがある）

主要地方道  

小千谷十日町津南停車場線 

足滝スノーシェッド付近（雪崩 3.12AM8:20 解除）

県道  

加用今新田津南停車場線 

加用～中子（雪崩 3.12AM8:45 解除）  

町道中子大谷内線  妙放牧場入口先（雪崩 3.12AM7:40 解除）  

町道反里赤沢線  上反里（雪崩 3.12AM7:50 解除）  

町道溜野線  上野～保養所（雪崩 3.12AM8:00 解除）  

町道中深見堂平線  深見坂（早朝解除 3.12AM11:00 通行確認）  

東秋山線  清水川原～見倉（雪崩 3.12AM11:50 通行確認）  

県道結東上郷宮野原線 百ノ木～日出山（雪崩処置） 3.12PM3:10 通行可能  

主要地方道  

小千谷十日町津南停車場線 

田中～上野（ 3.12PM7:00 片側交互通行 規制解除）

国道 353 号（辰ノ口） 豊原トンネル手前（国道、船繋川埋没）  

町道 和津久利線  和津久利坂（雪崩の恐れ） 3.14AM 解除  

町道 芦ケ崎中央線  県道～小島信愛宅（雪崩の恐れ） 3.14AM 

町道 所平大場線  所平～大場（雪崩の恐れ） 3.14AM 

国道 405 号（清水川原） 落石（通行止め 3.15PM7:35 解除 3.19PM7:00）  

国道 405 号（清水川原） 落石（通行止め 3.21AM9:50 解除 3.21AM11:30）

町道 割野神社線  作業場が町道側に倒壊の恐れ（ 3.28 解除）  

町道 小岡巻下線  上法の崩壊の恐れ（一部） 4.1 解除  

町道 亀岡中子線  地震被害（段差・クラック） 7 月 1 日解除  

日出山前倉線  5 月 20 日解除  

寺石山伏山線  地震被害（道路崩落） 7 月 1 日解除  
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（４）ライフライン被害 

■ガス（町内の大半がプロパンガスを使用しているので不明）  

■断水： 15 集落 464 世帯（最大） 3 月 12 日～ 21 日（ 10 日間）  

給水車対応 断水 5 集落（田中・寺石・足滝・反里・加用）  

      濁り 3 集落（穴山、上郷逆巻、羽倉）  

※給水車は、魚沼市役所に 12 日～ 18 日までの 7 日間応援いただいた。  

※ 19 日～ 21 日までの 3 日間は、町が軽トラックにタンクを積み対応した。  

■電気 停電：上郷地区 1167 戸（最大） 3 月 12 日 午後 3 時 51 分完全復旧  

 

（５）避難所の開設と受け入れ状況 

 町が指定避難所としている小中学校の体育館すべてにおいて、防音ボードの落

下があり、危険なため立ち入り禁止の措置をとった。特に被害の大きかった上郷

地区においても、小中学校の被害が大きく、住民は集落公民館等を避難所とした。  

 

■ピーク時 12 か所 約 740 人 18 日午前 10 時 40 分解消  

 避 難 所  解 除 日 時   避 難 所  解 除 日 時  

1 相吉公民館 3/13 7:32 7 ニュー・グリーンピア津南 3/14 17:00 

2 文化センター 3/13 8:35 8 小下里公民館 3/14 17:00 

3 辰ノ口公民館 3/13 16:50 9 反里公民館 3/14 17:00 

4 寺石公民館 3/13 17:50 10 結東克雪センター 3/14 17:10 

5 外丸ふれあいセンター 3/14 17:00 11 大井平公民館 3/15 17:30 

6 役場庁舎 3/14 17:00 12 宮野原公民館 3/18 10:40 

 

■応急仮設住宅の建設  

なし  

 

（６）国県その他団体の職員支援 

・魚沼市役所（給水、延べ 14 名： 3 月 12 日～ 18 日）  

・町消防団員 3 月 12 日～ 18 日（延べ 647 名：ピーク 12 日 371 名）  

・消防南分署 3 月 12 日～ 14 日延べ 29 名 以降日 5 名体制  

・新潟県建築士会延べ 37 名（応急危険度判定）  

・新潟県職員 10 名（応急判定）  

・三条市 4 名長岡市 2 名柏崎市 4 名上越市 4 名（応急判定）  

・こころのケアセンター（新潟・小千谷・柏崎）の専門員（健康相談）  

・十日町保健所の保健師・精神保健福祉士（健康相談）  

・十日町市在宅保健師 延べ 161 人（健康相談）※半日で 1 人  

・新潟県建築士会十日町支部 延べ 45 人（被害認定調査）  

・県税部 (南魚沼、十日町、長岡、上越 ) 延べ 100 人（被害認定調査）  

・県都市政策課 4 名（宅地危険度判定調査）  
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（７）被害額一覧（推計を含む。被害額単位：千円） 

被害総額 

総務課関係被害  7,494

消防関係施設被害（十日町広域事務組合分）  3,263

集落関係被害  59,415

税務町民課関係被害（津南地域衛生施設組合分）  161,018

福祉保健課関係被害  59,210

病院関係被害  5,978

教育委員会関係被害  111,969

建設課関係被害  762,952

地域振興課関係被害  422,537

合計  1,593,836

 
（内訳）  

■総務課関係被害              計 7,494 千円 

被害種目  箇所数  被害額  

大会議室天井パネル落下  1 29

議会天井格子落下  1 227

5 階井水高置水槽水漏れ  1 2,711

結東克雪管理センター水道管破裂  1 100

バス車庫棟裏の石垣崩落  1 168

段野温泉配管破損  1 341

岡倉庫前小水路石垣崩落  1 79

広報無線機（戸別無線機）  280 3,063

広報無線局（マウンテンパーク）  1 588

庁舎前駐車場給水管漏水  1 109

庁舎内トイレ壁面タイル落下  2 79

 

■消防関係施設被害（十日町広域事務組合分） 計 3,263 千円 

被害種目  箇所数  被害額  

防火水槽・器具置き場  14 3,263

 

■集落関係被害               計 59,415 千円 

被害種目  箇所数  被害額  

公民館  35 26,991

神社  37 26,141

その他  21 6,283
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■税務町民課関係被害（津南地域衛生施設組合分） 計 161,018 千円 

被害種目  箇所数  被害額  

最終処分場  1 116,436

ごみ処理経費  2 42,002

し尿処理  1 2,580

 

■福祉保健課関係被害            計 59,210 千円 

 

■病院関係被害               計 5,978 千円 

被害種目  被害額  

旧・新館繋ぎ目亀裂  290

新館階段室壁亀裂  800

屋上エレベーター棟亀裂  3,454

その他（水漏れ等）  109

電気関係  350

漏油等  231

各所内壁修繕（タイル、内壁、モルタル亀裂） 744

 

■教育委員会関係被害            計 111,969 千円 

被害種目  箇所数  被害額  

外丸小学校 （授業再開 3 月 14 日）  1 16,808

上郷小学校 （授業再開 3 月 15 日）  1 29,915

芦ケ崎小学校（授業再開 3 月 14 日）  1 13,874

中津小学校 （授業再開 3 月 14 日）  1 2,292

津南小学校 （授業再開 3 月 14 日）  1 20,553

上郷中学校 （授業再開 3 月 16 日）※  1 15,906

津南中学校 （授業再開 3 月 14 日）  1 1,500

文化センター（ 10 日間休館）  1 100

総合センター（体育館） （ 9 日間休館） 1 2,600

なじょもん （通常営業再開 3 月 15 日） 1 599

土器破損  40 4,000

民俗資料館 （通常営業再開 4 月 1 日） 1 977

社会体育施設（ナイター照明等）  1 445

クロスカントリーコース  1 2,400

※津南中学校校舎で授業再開 

被害種目  箇所数  被害額  

町立保育園  7 3,860

クアハウス・サンビレッジ  1 9,600

介護関係施設  45,600

そだき苑  1 150
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■建設課関係被害              計  762,952 千円 

（１）町道・上下水道等被害 

被害種目  箇所数  延長 /面積 被害額  

町道  140 4,128m 221,627

林道  26 831m 41,000

町営住宅  1 戸 ―  19

町営水道（簡易水道）  47 ―  10,136

町営水道（小規模水道）  6 ―  981

組合営水道（簡易水道）  3 ―  656

組合営水道（小規模水道）  ― ―  ―

水
道 

水道未復旧  2 ―  887

下水道（管路）  ― 269m 30,728

下水道（処理場）  1 ―  861

農排（管路）  ― 2,511m 208,091

下
水
道
関
係 浄化槽（合併・単独）  5 ―  6,392

 

（２）農地・農業用施設被害（建設課対応分） 

被害種目  箇所数  延長 /面積 被害額  

田  58（ 196 工区） 24.95ha 143,153農
地 畑  0 ―  0

ため池  9 ―  35,555

頭首工  1 ―  926

水路  23 ―  25,348

揚水機  2 ―  5,175

農
業
用
施
設 

農道  13 ―  31,417

 

■地域振興課関係被害            計 422,537 千円 

（１）観光・畜産・商工等被害 

被害種目  箇所数  被害額  

スキー場 ゲレンデ  

土砂崩落 8,000 ㎥流出 4,000 ㎥  
14,297

畜産  15 件 27,745

きのこ  16 件 18,833

農業施設  18 件 12,220

観光施設  7 件 120,102

大地の芸術祭作品  4 件 12,337

商工施設  89 件 188,400
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（２）農地被害（地域振興課対応分） 

被害種目  箇所数  面積  被害額  

畦畔崩落  32,692 ㎡  
田  

田面沈下  
59 

86,615 ㎡  
15,540 

畑  法面崩落  6 2,099 ㎡  1,835 

合計  65 121,406 ㎡  17,375 

 

※【田】地区別（上段：工区数）と（下段：被害額）  

下船渡  外丸  上郷  芦ケ崎  中深見  秋成  合計  

4 5 37 8 1 4 59 

1,162 1,462 9,200 2,237 354 1,125 15,540 

 

※【畑】地区別（上段：工区数）と（下段：被害額）  

下船渡  外丸  上郷  芦ケ崎  中深見  秋成  合計  

0 2 4 0 0 0 6 

0 774 1,061 0 0 0 1,835 

 

（３）農業用施設被害（地域振興課対応分） 

被害種目  箇所数  被害額  

用排水路  18 5,694 

農道  8 2,508 

パイプライン  6 1,725 

ため池  3 1,099 

給水栓沈下  1 202 

合計  36 11,228 

 

※地区別箇所数  

下船渡  外丸  上郷  芦ケ崎  中深見  秋成  合計  

6 11 11 3 4 1 36 

 

（８）文化財の被害状況  

   土器破損 40 点  
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３ 災害応急対策 

（１）被災住宅及び宅地応急危険度判定 

 3 月 13 日～ 14 日にかけ 19 集落 548 世帯の応急危険度判定を行った。  

 判定にあたっては、新潟県建築士会中魚沼支部ほか、県内支部から延べ 37 名

に協力いただいたほか、新潟県職員 10 名三条市 4 名長岡市 2 名柏崎市 4 名上越

市 4 名の計 61 名から協力いただいた。  

 

■応急危険度判定地区  

亀岡・大井平・宮野原・子種・逆巻・足滝・羽倉・越手・寺石・今井・小下里・

灰雨・穴山・上野・田中・反里・押付・小島・巻下  

赤  黄  緑  

住宅  その他  住宅  その他  住宅  その他  

31 5 154 4 377 10 

 

（２）自宅以外への避難 

 住宅被災や、避難勧告により自宅に戻れない帰宅困難者に対し、公的施設（空

き教員住宅・医師住宅）を斡旋した。その他、親戚宅や民間アパートなどに住み

自宅以外へ避難している住民が出た。  

 ■ピーク時 18 世帯 63 人  

（ 10 月 31 日現在： 7 世帯 30 人）（平成 24 年 3 月 12 日現在： 3 世帯 13 人）  

（３）被災廃棄物の処理 

①町が加入しているゴミ処理施設である津南地域衛生施設組合に被害はなかった

ため、翌日から通常営業を再開した。また震災ごみの受け入れについては、無料

とし、4 月中休日も営業を行った。6 月以降は、「り災証明提示者」のみ無料受付。

なお、 5 月 2 日には震源地に近い最終処分場の取水ピット周辺より処理前の排水

が漏水する事故が発生。 5 月 3 日には応急工事が完了し、水質検査の結果問題な

いことを確認したが、受け入れは中止している。  

②被災住宅の解体廃棄物については、指定業者を選定し 4 月 1 日から持ち込みを

開始した。  

 

（４）救援物資と義援金の受け入れ 

①救援物資  

 新潟県をはじめ、小千谷市、刈羽村等の自治体をはじめ県内外の団体から食料

等の支援をいただいた。また、友好交流都市の韓国驪州
よ じ ゅ

郡からも集まった義援金

で購入した屋外用テント 5 張りをいただいた。  

■ 29 団体（個人） 主食： 4,539 副食： 935 水： 6,396 ㍑  

②義援金  

 3 月 25 日から津南町長野県北部地震災害義援金の口座を開設した。  

■ 260 件 26,499,883 円（平成 24 年 3 月 12 日現在）  

 



 - 11 - 

（５）炊き出しの状況 

①災害対策本部による食糧等の提供 （ 3 月 12 日～ 15 日）  

 飲料水： 20 集落 食糧： 17 拠点  

品目 12 日 13 日 14 日 15 日 合計 

水 500ml 3,624 906 168 96 4,794

水 2 ㍑ 0 8 0 42 50

水 12.5 ㍑ 0 56 0 0 56

ポリタンク 18 0 0 0 18

おにぎり 1,278 2,015 114 29 3,436

パン類 287 0 0 0 287

カップ麺 0 331 0 0 331

その他 686 12 0 0 698

 

②その他の団体による炊き出し給食サービス  

 避難所を設置した集落では、集落や自主防災組織による炊き出しが行われた。  

 

（６）健康福祉対策 

■安否確認 

１．災害時要援護者の安否確認  

①未明～午前 6 時までに地区担当民生委員に安否確認の要請連絡（ 37 名）  

②午前 7 時から随時確認状況報告が入る（ 390 名）  

 重度の身体的被害者なし  

 

２．障 害 者 の安 否 確 認  

施 設 入 所 者 及 び在 宅 障 害 者 の一 部 （重 度 ・視 力 聴 力 障 害 ）の確 認 を 3 月 12 日 午 前 8

時 までに終 了 （一 部 民 生 委 員 の確 認 と重 複 ） 

 

３．保健師による安否確認  

・電話確認（3 月 12 日） 

①透析者の安否・透析通院曜日の確認     15 名  

⇒飯山日赤通院者の小千谷病院紹介 2 名  

②在宅酸素利用者の安否、予備ボンベの確認  22 名  

③難病患者で同意ありの人の安否確認     19 名  

④母子、精神障害者など気になる人の安否確認 35 名  

・家庭訪問  

①難聴で連絡のつかない人            １名  

②民生委員から在宅の寝たきり者への訪問依頼 ２件  

⇒１人は施設に緊急避難。  

 ③生活保護の安否確認            13 世帯  
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■被災者支援・健康調査 

１．被災家屋の生活維持片付け要請者の把握と対応  

① 12 日午後 4 時から片づけ支援を必要とする希望者の確認を民生委員に依頼  

②希望者報告を 3 月 13 日午前中にいただくよう依頼  

③支援要請集計数 14 世帯  

④ 3 月 14 日 (月 )福祉保健課職員が片付け支援訪問する  

一班 3 人体制で 4 班にて対応  

⑤片付けで発生したゴミは午後配車し処理場へ搬入し完了  

⑥ 12 日・ 13 日の土日休日で親戚等の手伝いが入っており作業は軽度であった  

 

２．自主避難所の健康相談 

 3 月 12 日 (午後 )と 13 日 (午前 )の両日、避難所９カ所（相吉・外丸・辰ノ口・上

野・寺石公民館・寺石集落内テント・大井平・宮野原・結東）延べ 234 人の面談

を実施。主に高齢者で乳幼児は 16 人。保健師と栄養士２人１組で避難所を巡回

対応した。（健康対策のパンフも配布）  

 

３．家屋の被害の大きかった独居、高齢者世帯訪問 

 3 月 15 日～ 16 日にかけて保健師 2 名 1 組で 18 名に面談。  

 

４．訪問健康調査の実施 

 被害の大きかった上郷、外丸・三箇、芦ケ崎地区を対象 

①  調査期間 3 月 24 日～ 4 月 15 日の 16 日間  

②  対象 1,399 世帯 4,406 人。  

対象世帯のうち、934 世帯を訪問し 1,098 人と面接を行い 3,078 人の健康状態

が得られた。  

③  調査スタッフ  

・こころのケアセンター（新潟・小千谷・柏崎）の専門員（精神保健福祉士）  

・十日町保健所（保健師・精神保健福祉士）、津南町役場保健師、津南町在宅看

護師、十日町市在宅保健師 実 22 人 延べ 161 人（半日 1 人として）  

④  調査結果から見えてきたこと  

 ・面接者の 3 人に 1 人以上が自覚症状を訴え、 4 人に 1 人が不眠を訴えるなど

心身の不調を抱えていた。  

 ・自覚症状の内容については「落ち着かない」や「何もする気が起きない」「イ

ライラ」等の精神的な症状の方が身体的症状よりも多かった。  

 ・余震への恐怖や不安、「揺れている・地に足がつかない」などの地震による不

安関連症状が引き起こされていた。  



 - 13 - 

５．母子支援 

① 3 月 18 日から 22 日に保育園児・保護者対象にアンケート調査実施  

・小千谷こころのケアセンター専門員による 2 保育園の巡回により不安定な  

園児や保育士への支援  

・アンケート結果により、相談希望者に対し、精神科医による精神保健相談  

の実施（保健所主催）  

② 3 月 25 日 相談者 4 名  

③ 3 月 29 日 新入園児対象にアンケート調査実施（各園で新入園児面接）  

④ 3 月 30 日 相談者５名（一般含む）  

⑤ 4 月 1 日 保育園と子育て支援センター職員対象にミニ研修会実施。講師はケ  

アセンター専門員  

⑥ 4 月 11 日～ 13 震災後 1 カ月目に再度アンケート調査実施  

⑦ 4 月 27 日～ 6 月２日 ケアセンター専門員による 7 保育園巡回相談実施（地  

区担当保健師同行）  

 

６．その他の被災によるこれまでの相談状況（平成 24 年 3 月 12 日現在） 

①乳幼児に関する相談          39 件  

②妊産婦に関する相談           2 件  

③心身障害に関する相談         62 件  

④生活習慣病（血圧など）に関する相談  20 件  

⑤高齢者に関する相談          77 件  

⑥精神面に関する相談           61 件  

 
７．健康支援に係る関係機関との連携 

①こころのケアセンター（新潟、小千谷）との話し合い 3 回（ 3 月、 7 月、 12 月）  

②十日町地域振興局との検討会        4 回（ 3 月、 5 月、 10 月、 3 月） 

③中条第二病院               2 回（ 3 月、 7 月）  

 
■福祉関係施設の確認 

１．保 育 園 被 害 の確 認  

①保 育 園 損 害 状 況 確 認 作 業 （７園 ・保 育 士 手 分 け・12 日 午 前 ６時 から） 

②上 郷 保 育 園 の水 道 破 裂 対 応 清 掃 と業 者 施 設 点 検 （全 保 育 士 1３日 午 前 中 ） 

 

２．保 育 の休 止 ・実 施 （3 月 14 日 ） 

①上 郷 保 育 園 のみ休 園 とし施 設 の点 検 と補 修 をする 

②上 郷 保 育 園 の保 育 希 望 保 護 者 への代 替 保 育 としてひまわり保 育 園 での受 入 れ（2 名 ）

15 日 から全 園 平 常 保 育 （上 郷 保 育 園 の登 園 者 は 33 名 中 16 名 登 園 ） 
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３．町内介護施設の被災状況  

①みさと苑（老人保健施設）：実員 110 人 地震後の避難あり  

被害状況  対応  

スプリンクラー誤作動  
水漏れ、厨房施設被害  

周辺施設に避難（南魚沼市 51 人・十日町市 20 人・

小千谷市 7 人）レインボー 8 人、帰宅 5 人。  

入所者のうち 12 人が発熱し入院（津南病院 5

人、上村病院 7 人）  

②グループホームひまわり（認知症グループホーム）：実員 15 人 地震後の避難あり  

被害状況  対応  

なし  
周辺施設に避難  
（ＧＨつどい 12 人・自宅 2 人・入院中 1 人）  

③リバーサイドみさと（ケアハウス）：実員 48 人 地震後の避難あり  

被害状況  対応  

給水施設故障  
水漏れ、厨房施設被害  

周辺施設に避難（家族宅 13 人・恵福園なかつ 20

人・その他特養等 15 人）  

④恵福園（特別養護老人ホーム）：実員 87 人 地震後の避難なし  

被害状況  対応  

建物のつなぎ目に被害  
水漏れ、暖房配管設備故障

施設内で移動した。  

 

（７）入浴支援 

   町内 6 施設（ニュー・グリーンピア津南、綿屋旅館、竜神の館、クアハ

ウス津南、リバーサイド津南、そだき苑）から、被災者への入浴支援を行

っていただいた。地震 2 日目には、被害が軽微だったニュー・グリーンピア

津南と綿屋旅館から、受け入れ可能との申し出を受け、被災者向けの入浴支

援を開始した。その後、修理が終わった温泉施設から、被災者への無料開放

を 5 月末まで行っていただいた。なお、対象は、町内だけでなく、十日町市、

栄村も対象とした。 

■被災者入浴支援実績  

 津南町  栄村  十日町市  合計  

3 月  2,345 2,133 84 4,562

4 月  1,283 1,086 35 2,404

5 月  698 434 0 1,132

計  4,239 3,653 119 8,098

 

（８）ボランティアによる支援状況 

・災害ボランティア  

ボランティアの申し込みが十件程度あったが、今回は活動依頼しなかった。  
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４ 東北地方からの避難者対応 

 前日に起こった東北地方太平洋沖地震による原発被害により福島県から、新潟

県に避難をしてきた。津南町にも親戚や実家、関連企業を頼って避難者が訪れた。

町としては、公的施設を提供する等の支援を行っている。  

■平成 24 年 3 月 8 日現在 6 世帯 11 名が滞在。  

 

（１）町の対応 

 ①農業経営を希望する被災農家を 10 世帯程度の受け入れ実施を発表。  

 ②被災農家に農地と住居を 5 年間無償で貸し付ける。  

 

（２）その他施設の対応 

・ニュー・グリーンピア津南が避難所として、避難者を受け入れ。（ 9 月末終了） 

・小中学校受け入れ 2 人（最大 7 人）  

５ 復旧・復興に向けて 

（１）震災復興支援室の設置 

 震災復興対策として、役場退職者を臨時職員として雇用し「震災復興支援室」

を 4 月 4 日から 6 月 30 日まで設置した。  

 震災の個々の案件は、担当が複数の課をまたがることが多く、それらの総合的

な相談窓口として利用された。  

 

■相談件数  

 4 月 1 日当たり：来庁 10～ 15 人、ほか電話相談数件 ※休日は、半数程度  

 5 月 1 日当たり：来庁 5～ 10 人、ほか電話相談数件  

 6 月 1 日当たり：申請書類の確認、ほか来庁、電話相談。  

■訪問被害相談  

 4 月 5 日から被害の大きかった上郷・外丸地区 21 集落 770 世帯を 2 名 2 班体

制で訪問し、被害状況の確認と相談を受けた。※留守宅には、不在票を残した。  

 

（２）国県への要望活動 

 3 月 17 日 自民党新潟県選出参議院議員団視察  

 3 月 23 日 風間直樹参議院議員視察  

 4 月 13 日 農林水産省・文部科学省に東日本大震災の被災者支援に関する要望

書提出  

4 月 21 日 民主党新潟県議団被災地視察受け入れ 

4 月 28 日 自民党新潟県議団被災地視察受け入れ 

5 月  1 日 筒井農林水産副大臣に要望書を提出 

5 月  1 日 新潟県農地部長に要望書を提出 

5 月 4 日 仙谷内閣官房副長官に要望書を提出 

5 月 26 日 公民館・神社・コミュニティ被災施設の県担当者視察 

 8 月  1 日 新潟県知事に宅地被害助成に関する要望書を提出  
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（３）激甚災害の指定 

 東日本大震災の激甚災害の指定とともに、長野県北部地震も激甚災害に指定さ

れた。  

 

（４）義援金 

 県内はもとより、全国から津南町にも義援金が送られた。また東日本大震災に

含まれたことから、国、県からの義援金を加えた 1 次～ 4 次配分を行った。  

 義援金総額 国分 32,215,000 円  

       県分  3125,000 円  

       町分 26,499,883 円  

       合計 61,839,883 円  

 1 次配分  14,960,000 円（国・県・町）：全壊 50 万円、半壊以上 26 万円 

 2 次配分  14,280,000 円（  国  ）：全壊 50 万円、半壊以上 24 万円 

 3 次配分   7,610,000 円（ 国・県 ）：全壊 25 万円、半壊以上 13 万円 

 4 次配分   1,180,000 円（  国  ）：全壊  4 万円、半壊以上 2 万円 

 津南町配分 21,862,000 円（  町  ）：集落等を単位に配分（3 月 28 日交付） 

 

（５）町の補助や被災者負担軽減措置 

 ①半壊以上の被災家屋の解体費～処分費までを公費負担。  

  （解体件数：住家 20 件、非住家 56 件）※半壊以上平成 23 年度実績  

 ②温泉無料開放施設への入浴料補助  

 ③一部損壊を対象とした、被災家屋の修理費補助を実施  

 ④医療・介護の支援  

 ・町国民健康保険に加入し、次に該当するかたの一部負担金等を免除。  

 ・町介護保険の認定者のうち、介護保険サービスを利用され次に該当するかた

について一部負担金等を免除。  

 ・新潟県後期高齢者医療制度も町国保と同様の支援措置を実施。  

  ○免除の要件 ・住宅が全半壊したかた  

         ・主たる生計維持者が事業を廃止または休止したかた  

         ・主たる生計維持者が失職し、現在収入がないかた  

⑤  住宅再建に必要な借入資金の利子補給を実施  

⑥  被災者への生活再建資金の貸付制度（災害援護資金）を開始  

⑦  住宅応急修理制度（ 8 月 31 日現在： 30 件完了）  

⑧  被災者生活再建支援制度（国）（基礎支援金 21 世帯支給済み）  

⑨  被災者生活再建支援制度（県・町）（ 54 世帯支給済み）  

 


